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1. チャオプラヤ川の両岸の運河・水路の歴史  
1767 年にチャオプラヤ川右岸のトンブリーにタクシ
ン王によって都が遷されてきた. その後 1782年, ラー
マⅠ世により, チャオプラヤ川の 対岸(左岸側)の地に
遷都された. この地域の運河の多くは, 都市化が進む
につれて, 埋め立てられた 1). 本研究は, タイ王国バン
コク市内を流れるチャオプラヤ川の両岸の水路と, 運
河のあるべき姿を考えようというものである. 
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図-1 チャオプラヤ川両岸に位置する水路・運河の地図 2),3),5) 

 
2.トンブリー地区の水路 

1) 水路の規模・数 

 旧王宮地区ともいうべきこの地区は東のチャオプラ
ヤ川,南のヤーイ運河, 北のノーイ運河に囲まれている. 
その中央には, モーン運河が東西に貫いている 2),3).  
2)トンブリー地区の水路の現況 

 
図-2 トンブリー地区 

 
都が遷された後もトンブリー地区の水路は残ってい

る.4) トンブリー地区では大きな街並みは見られない

が水路は人々の生活の一部として機能していることが

伺える（図-2）. 
 
3. センセープの運河 Khlong-Saen Sap 

チャオプラヤ川左岸側に残っているセンセープ運河

は, 生活排水が流入し水質汚濁が進み, 水面は黒ずん
でいる.それにも拘らず市内の中心部を流れており, バ
スより高いが時間が正確であることより, 庶民の足と
して多くの人々に利用されている. 
１） センセープ運河と乗り合いボート 

 

図-3 セーンセーブ運河を行き来するボート 

 

 
図-4 たくさんの人々が乗る運河ボート 

 

 
図-5 プラタナム市場発着場 

 
現在利用できるのは, プラトゥーナム桟橋から東西

に運航する 2 航路のみである. ボートは, 民間業者が
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運行している. 
 

２）運行キャパシティ・料金 

表-1 セーンセーブ運河（Khlong-San Sap）航路 3),4) 

 
 

表-2 ボートの運行キャパシティ 1),2),4) 

 
 

３）利用者数・利用者数の実態 

 プラトナーム市場でのボートの降客数を測定した . 
(降客数は近くの橋の上から測定した.(図 4)) 
 

表-3 プラトナーム市場の降客数(8 月 20 日(土)) 

 
 

平日はもとより, 土曜日でも通勤・通学客を大量に輸
送していることが判る. 特に頻繁に多数の乗客をエカ
マエ方面から乗せてくる. 運河の水質が悪く着衣に水
しぶきがかかるのを防ぐためにビニールシートで船室

を覆っており, 外の風景を楽しむことはできないし, 

異臭も感じるが, 定員（８０名）以上の人が乗って来
ている. 地下鉄やモノレール（BTS）より安いが, バス
に比べると高い.それでも利用客が多いのは, バンコク
名物の交通渋滞に無関係であるからである. 

 

表-4 プラトナーム市場の 降客数(8 月 22 日(月)) 

 

 

4. まとめ 

チャオプラヤ川を挟んで, 片やトンブリー側は依然
として水路は多数残されているが, 左岸側の市の中心
部では残された運河は非常に少なくなってきている. 
その残された運河も水質に大きな問題を抱えたままで

ある. そのように水質に問題があるがサンセーブ運河
には乗り合いボートが運航されており, 現実に市民の
重要な交通機関の役目を果たしている.このボートは
経済状況から見るとしばらくは残るであろう. しかし
下水道の整備が一気に進むとは考えられないし, ボー
トの廃油による汚れも減ることはないので, 汚れを嫌
う若い女性客から徐々にボート離れしていくことは考

えられる. 今バンコクでは“10 beautiful parks, 10 clear 
canals, 10clean roads project” が動き始めている. この
プロジェクトが果たしてどのくらいまで成果を上げる

ことができるのか, また経済レヴェルがどのくらい上
がっていくのかによっても, 運河および乗合ボートそ
のものの姿も変わっていくことであろう. 
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